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＜＜衆議院議員 中村てつじの活動
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１１月９日、総選挙が行われました。 
奈良県第２区では、皆様の御支援の結果、中村 
てつじが二期目の当選をさせていただきました。 
詳しい開票結果は以下の通りです。 

中村てつじ 滝まこと 宮本次郎 
83,168 票 73,646票 15,044票 

 
一期目と違い、小選挙区で当選をさせていただ 
いたことは、有権者の皆様の期待の現れであり、 
責任をより強く感じています。 
 
 また、今回の選挙では、奈良県第１区において 
民主党の馬淵澄夫氏が小選挙区で当選されました。 
前回総選挙では、奈良県内全ての小選挙区が自由 
民主党で占められていましたが、今回は民主党と 
自由民主党がそれぞれ２人づつ当選させ、並びま 
した。 
 更に比例代表選挙においては、奈良県全体で民 
主党が、自由民主党を抑え、第一党となりました。

今号のトピックス①：総選挙の結果 

（奈良県内の比例代表の開票結果） 
民主党 自由民主党 公明党 社会

259,944 票 240,849票 93,468票 27,2
「自民王国」といわれた奈良県においても、有権者の意識

今回の選挙で、民主党は躍進を果たしたとはいえ、本来の

でした。引き続き努力を重ね、次の機会には必ず政権交代を

皆様の暖かい御支援・御指導をよろしくお願いいたします。

右隣は宇
発行元： 

民主党広報・宣伝委員会 
東京都千代田区永田町 1-11-1 

電話：03-3595-9988（代表） 

 

編集元： 

民主党奈良県第 2区総支部 
奈良県生駒市俵口町 1370-1 

電話： 0743-71-8071 

FAX：  0743-71-8072   
               

報告 Vol.10＞＞ 
 小選挙区で当選し、喜びを爆発させている中村（中央）。
民主党 日本共産党 
65票 55,161票 
は確実に変わりつつあります。 
目標である政権交代は実現できません

果たし、日本再生を実現させますので、

 

治英雄後援会会長。左は中村夫人。 
白百合幼稚園卒 
生駒市立生駒小学校卒業 
東大寺学園中学校・高等学校卒業 
京都大学法学部卒業 
民主党参議院議員海野徹 政策担当秘書 
0年 6月 衆議院議員初当選（28歳） 
3年 11月 衆議院議員当選（２期目：現在３２歳）
国会で所属した委員会 
委員会、法務委員会、政治倫理審査会、総務委員会、

調査会 
党務（2003年 12月現在） 
県総支部連合会会長 
県第２区総支部長 

O・公益法人改革プロジェクトチーム事務局長 
中村てつじのプロフィール
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今号のトピックス②：イラク派兵
TEL : 07  

地域の仲間たち 

中村てつじとお話しをしませんか。 
皆様がお感じになっている疑問や意見を、中村にお聞かせ

ください。２～３人からお集まりいただき、場所を確保して

いただければ、どこでもお伺いいたします。先ずはお気軽に

事務所まで御一報を。 
中村てつじ生駒事務所 ０７４３－７１－８０７１

担当：西村

高柳忠夫県議会議員 
西川健次大和郡山市議会議員 
小笹浩樹生駒市議会議員 
福中眞美生駒市議会議員 
佐野英史三郷町議会議員 
三木誓士斑鳩町議会議員 
飯野敦子平群町議会議員 

お名前（差し支えなければ）         住所                       

年齢（  才）性別（  ） 電話            ＦＡＸ             

今、関心のある政治のテーマ（印をつけてください） 
□政治改革 □景気の低迷 □失業者対策 □介護保険 □公共事業 □教育 □農林水産業 □市長村合併 
□子育て支援 □人権 □ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵﾚﾝｽ □税制改革 □男女共同参画社会 □環境問題 □その他（     ）

                                      

                                      

                                      

                                      

政治への疑問、ご意見、ご提言や地域の問題等をお聞かせ下さい。 

あなたの声をＦＡＸで ０７４３－７１－８０７２ 
中村てつじHP http://www.tetsu-chan.com
43-71-8071 / FAX : 0743-71-8072 / e-mail : mail@tetsu-chan.com
１１月２９日、日本人外交官２人が、イラクにて亡くなられました。テロとの可能性も指摘され

る中、ますます混迷を深めているイラク情勢ですが、政府は１２月９日に自衛隊派遣の基本計画を

閣議決定しました。 
これまで民主党は、政府の情勢認識や対応、判断の甘さ・過ちを糾し、イラク問題に対するわが

国の姿勢を根本から見直すよう求めてきました。すなわち、政府の主張する「非戦闘地域」が果た

して存在するのか、大量破壊兵器が未だに見つからない中で、そもそも戦争の大義に疑問があるの

ではないか、今日本が行うべきは自衛隊派遣ではなく、国連による復興、イラク国民のための復興

の枠組みを作り上げるために外交力を駆使することではないのか等々。しかし小泉政権は、総選挙

期間中や、またその後の特別国会においても、何らまともな説明をしていません。 
このまま自衛隊の派遣を強行すれば、いたずらに自衛官の生命を危険にさらすとともに、イラク

人からの反発も招きかねません。 
小泉総理は直ちに閣議決定を撤回し早急に臨時国会を開き、最善の方策を求め、与野党間で徹底

した審議を行うべきです。 
ミニ集会開催のお願い 

http://www.tetsu-chan.com/

